	世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の座喜味城跡
15世紀の初め、沖縄各地のリーダーは見晴らしのよい丘に石垣を張り巡らせ、城を造り、人民を支配していました。この城に住むリーダーたちは東アジア諸国と中継貿易をおこない、財を蓄え繁栄し、やがて統一国家である琉球王国が誕生しました。座喜味城跡（ざきみじょうあと）はこの頃の歴史的記念物です。

	読谷まつり
　1372年、読谷村出身の人物泰期（たいき）は、中国への初の朝貢使節として渡海した勇敢な青年です。読谷村の歴史的人物である泰期が船で中国から帰ってきた様子を描いた舞台イベントが創作進貢船です。創作進貢船は毎年11月の読谷まつりで演じられており、他にも三線の始祖である「あかいんこ」を讃えた大演奏会では伝統音楽や伝統舞踊が見学できます。

	やちむんの里（陶器の村）
　読谷村では琉球王国時代の17世紀に「喜名焼」という陶器が作られていました。今ではその技術を受けついた陶器職人の窯が村中にあります。

	読谷山花織（織物の村）
　読谷村には琉球王国時代の織物「読谷山花織」が今も伝わっています。今ではその織物技術を受け継いだ職人が100人余りもいます。

	琉球王国時代の歴史文化があふれる日本国沖縄県読谷村
　読谷村のある沖縄県は人口約140万人です。亜熱帯気候で、海に囲まれたさんご礁の島々で成り立っています。14世紀～17世紀の間は中国や日本周辺の東アジア一帯で船による中継貿易を行い、琉球王国として栄え、独自の政治・経済・歴史・文化の時代がありました。
　沖縄県の中でも特に読谷村には、琉球王国時代の重要な歴史的記念物や伝統工芸技術が残っています。代表的な歴史的記念物として世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の座喜味城跡があります。伝統工芸技術として陶器や織物の分野においては3名の日本国の重要無形文化財技能保持者（人間国宝）が誕生しました。今では50余りの陶器窯がある陶器の村となりました。また、織物技術は100名余りの織物職人が受け継ぎ、織物の村となっています。
また、読谷村は沖縄の代表的な弦楽器三線（さんしん）の発祥の地で、伝統音楽や伝統舞踊は今も受け継がれています。ぜひ琉球王国時代の歴史と文化のあふれる日本国沖縄県読谷村へお越し下さい。
　　　　　http://www.vill.yomitan.okinawa.jp/


